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明
時
代
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
の
享
受
を
め
ぐ
っ
て 
 
―
―
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
」
の
制
作
者
像
を
探
る
―
― 
陳 
璐
璐 
  
は
じ
め
に 
 
遼
寧
省
博
物
館
所
蔵
の
「
清
明
上
河
図
」
（
以
下
遼
寧
本
と
略
す
）
は
、
明
代
中
後
期
に
制
作
さ
れ
た
画
巻
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
中
の
一
つ
で
あ
る
。
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
と
は
、北
宋
末
期
の
宮
廷
画
家
で
あ
っ
た
張
擇
端
に
よ
る
北
京
故
宮
博
物
院
所
蔵「
清
明
上
河
図
」
（
以
下
北
京
本
と
略
す
）
の
基
本
的
構
図
と
図
像
を
踏
ま
え
、
北
京
本
に
描
か
れ
た
汴
京
と
い
う
中
国
北
方
の
都
市
を
、南
方
の
都
市
に
描
き
替
え
た
作
品
群
を
言
う
。
そ
れ
ら
の
通
行
本
は
当
時
大
量
に
制
作
さ
れ
、
「
蘇
州
片
」
と
呼
ば
れ
て
と
り
わ
け
人
気
が
高
か
っ
た
。 
筆
者
は
既
刊
の
別
稿
に
お
い
て
、
描
か
れ
た
看
板
や
扁
額
の
文
字
、
お
よ
び
そ
れ
ら
が
記
さ
れ
た
商
店
や
庭
園
内
の
楼
閣
、
室
の
描
写
な
ど
の
詳
細
な
分
析
を
通
じ
て
、
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
」
の
購
買
者
、
享
受
者
を
文
人
層
（
ま
た
は
文
人
に
憧
れ
、
文
学
的
素
養
を
持
つ
「
儒
商
」
と
も
呼
ば
れ
る
商
人
な
ど
）
と
想
定
し
た
（
１
） 
。
し
か
し
、
そ
の
裏
づ
け
と
な
る
当
時
の
文
献
に
残
さ
れ
た
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
を
め
ぐ
る
観
賞
記
録
を
考
察
す
る
作
業
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。 
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
の
観
賞
記
録
を
改
め
て
検
討
し
、
別
稿
で
提
出
し
た
遼
寧
本
の
表
象
分
析
の
結
果
と
併
せ
て
、
そ
の
制
作
者
像
に
迫
り
た
い
。
そ
の
目
的
は
、
明
代
後
期
に
お
け
る
通
行
本
の
享
受
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
遼
寧
本
を
含
め
た
通
行
本
諸
本
の
中
で
も
上
位
を
占
め
る
（
２
）
「
清
明
上
河
図
」
の
購
買
層
、
享
受
層
の
さ
ら
な
る
明
確
化
に
あ
る
。
ま
た
観
賞
記
録
に
は
、
黄
彪
と
い
う
蘇
州
片
制
作
者
の
存
在
が
確
認
で
き
る
た
め
、
こ
の
人
物
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
」
の
画
家
に
つ
い
て
、
特
定
こ
そ
困
難
な
が
ら
も
、
具
体
的
な
姿
を
同
時
代
の
社
会
の
中
に
探
っ
て
い
き
た
い
。 
  
一 
明
代
の
文
献
に
残
さ
れ
た
文
人
に
よ
る
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
の
観
賞
記
録 
 
明
代
文
献
に
は
、
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
に
関
す
る
内
容
が
幾
つ
か
記
録
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
記
録
は
引
用
、
ま
た
分
析
さ
れ
て
き
た
が
、
文
献
の
記
述
の
詳
細
、
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
通
行
本
享
受
の
様
相
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考
察
す
る
余
地
が
あ
る
。 
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本
節
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
る
通
行
本
に
関
す
る
記
録
（
３
）
を
改
め
て
検
討
し
、
明
代
の
文
人
で
あ
る
李
日
華
の
『
味
水
軒
日
記
』
と
王
世
貞
の
『
弇
州
山
人
四
部
續
稿
』
を
特
化
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
。
李
日
華
と
王
世
貞
は
、
明
代
後
期
屈
指
の
書
画
鑑
賞
家
で
あ
り
、
書
画
に
対
す
る
趣
向
や
批
評
が
江
南
ひ
い
て
は
全
国
の
文
人
た
ち
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
人
の
記
録
は
、
通
行
本
の
享
受
史
上
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
考
え
、
本
節
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
の
検
討
を
通
じ
て
、
い
か
な
る
通
行
本
が
い
か
な
る
層
の
人
物
に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 
 
１ 
李
日
華
『
味
水
軒
日
記
』 
李
日
華
（
一
五
五
六
―
一
六
三
五
）
は
嘉
興
府
秀
水
県
出
身
で
、
詩
文
・
書
画
に
秀
で
、
特
に
書
画
・
骨
董
の
賞
鑑
に
卓
越
し
て
い
た
。
李
日
華
の
書
き
残
し
た
『
味
水
軒
日
記
』
（
以
下
『
日
記
』
と
略
す
）
は
、
万
暦
三
十
七
年
正
月
一
日
よ
り
同
四
年
十
二
月
四
日
ま
で
、
一
年
に
一
巻
を
配
し
、
全
八
巻
か
ら
な
る
詳
細
な
日
記
で
あ
る
。
日
記
か
ら
彼
が
郷
里
の
嘉
興
で
書
画
と
と
も
に
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
様
相
が
窺
え
る
（
４
）
。ま
ず
は
、
『
日
記
』
中
に
記
載
さ
れ
た
通
行
本
に
関
す
る
記
録
を
見
て
い
こ
う
。 
萬
暦
三
十
七
年
七
月
七
日
条
に
は
、
李
日
華
が
「
張
擇
端
筆
」
と
さ
れ
た
「
清
明
上
河
図
」
を
見
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
表
現
内
容
や
状
態
、
来
歴
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
言
及
が
あ
る
。 
 
客
持
宋
張
擇
端
文
友
淸
明
上
河
圖
見
示
（
１
）
。
有
徽
宗
御
書
淸
明
上
河
圖
五
字
。
淸
勁
骨
立
如
褚
。
法
印
葢
小
璽
。
絹
素
沈
古
。
頗
多
斷
裂
。
前
段
先
作
沙
柳
遠
山
。
縹
緲
多
致
。
一
牧
童
騎
牛
弄
笛
近
村
茅
屋
竹
籬
。
漸
入
街
市
。
水
則
舳
艫
帆
樯
。
陸
則
車
騎
人
物
。
列
肆
兢
技
。
老
少
姘
醜
。
百
態
畢
出
矣
。
卷
末
細
書
臣
張
擇
端
畫
。
織
文
綾
上
御
書
一
詩
云
。
我
愛
張
文
友
。
新
圖
妙
入
神
。
尺
縑
該
眾
藝
。
采
筆
盡
黎
民
。
始
事
靑
春
蚤
。
成
年
白
首
新
。
古
今
披
閱
此
。
如
在
上
河
春
。
又
書
賜
錢
貴
妃
印
。
内
府
寳
圖
方
長
印
。
另
一
粉
箋
。
貞
元
元
年
月
正
上
日
。
蘇
舜
舉
賦
一
長
歌
。
圖
記
眉
山
蘇
氏
。
又
大
德
戊
戌
春
三
月
。
剡
源
戴
表
元
一
跋
。
又
一
古
紙
。
李
冠
。
李
巍
賦
二
詩
。
最
後
天
順
六
年
二
月
。
大
梁
邱
璿
文
璣
作
一
畫
記
。
指
陳
畫
中
景
物
極
詳
。
又
有
水
村
道
人
及
陸
氏
五
美
堂
圖
書
二
印
章
。
知
其
曾
入
陸
全
卿
尙
書
笥
中
也
。
後
又
有
長
沙
何
貞
立
印
。
又
余
姻
友
沈
鳳
翔
超
宗
二
印
記
（
２
）
。
超
宗
化
去
五
六
年
矣
。
其
遺
物
散
落
殆
盡
。
此
卷
適
觸
余
悲
緒
耿
耿
也
。
淸
明
上
河
圖
臨
本
。
余
在
京
師
見
有
三
本
（
３
）
。
景
物
布
置
俱
各
不
同
。
而
俱
有
意
態
。
當
是
道
君
時
奉
旨
。
令
院
中
皆
自
出
意
作
圖
進
御
。
而
以
擇
端
本
爲
最
（
５
） 
 
記
述
に
は
、
同
図
に
、
歴
任
収
蔵
者
の
印
字
や
跋
文
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
記
す
る
ほ
か
、
絵
絹
の
状
態
や
描
写
内
容
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
、
そ
れ
を
「
張
擇
端
筆
」
の
原
本
、
す
な
わ
ち
北
京
本
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
彼
が
そ
の
際
目
に
し
た
の
は
真
作
で
は
な
く
、
現
在
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
「
東
府
同
観
本
」
と
も
呼
ば
れ
た
「
清
明
上
河
図
」
と
同
系
統
の
作
品
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
（
６
）
。
す
な
わ
ち
蘇
州
片
と
し
て
の
通
行
本
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
〔
下
線
部
１
〕
と
〔
下
線
部
２
〕
の
記
述
を
併
せ
て
読
む
と
、
当
時
「
清
明
上
河
図
」
は
「
客
（
名
称
不
明
）
」
が
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
前
の
所
有
者
は
、
李
日
華
の
姻
友
の
沈
鳳
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。 
ま
た
、
〔
下
線
部
３
〕
に
見
る
よ
う
に
、
李
日
華
は
、
か
つ
て
当
時
の
都
・
北
京
で
三
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本
の
「
臨
本
」
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
言
及
し
て
い
る
。 
さ
ら
に
同
書
の
萬
暦
四
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。 
 
譚
孟
恂
質
得
張
擇
端
淸
明
上
河
圖
。
携
至
求
鑒
。
乃
余
四
五
年
前
所
見
物
也
（
７
） 
 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
清
明
上
河
図
」
は
、
後
に
譚
孟
恂
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、
鑑
定
の
た
め
に
李
日
華
の
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
李
日
華
は
四
、
五
年
の
歳
月
を
経
て
、
再
び
こ
の
画
巻
を
目
に
し
た
と
記
し
た
。 
以
上
の
記
述
か
ら
、
こ
の
「
清
明
上
河
図
」
の
歴
代
所
有
者
三
人
を
順
に
整
理
す
る
と
、
ま
ず
沈
鳳
、
次
に
未
詳
の
客
、
そ
し
て
最
後
が
譚
孟
恂
と
な
る
。
そ
の
間
に
、
李
日
華
は
二
回
に
わ
た
っ
て
、同
作
の
鑑
定
を
求
め
て
自
宅
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
の
画
巻
を
実
見
し
、
批
評
と
記
録
を
遺
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
こ
こ
で
記
録
さ
れ
た
通
行
本
の
所
有
者
三
人
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
考
察
し
よ
う
。 
ま
ず
、
記
録
に
見
え
る
最
初
の
所
有
者
の
沈
鳳
は
、
字
を
超
宗
と
い
い
、
嘉
興
の
出
身
で
、
彼
の
息
子
が
李
日
華
の
女
婿
で
あ
っ
た
た
め
、
李
日
華
に
「
姻
友
」
と
さ
れ
た
。
沈
鳳
の
兄
は
、
明
代
万
暦
年
間
の
社
会
事
情
を
著
し
た
『
万
暦
野
獲
編
』
の
作
者
で
あ
り
、
彼
自
身
も
書
道
に
長
け
書
画
の
鑑
定
や
収
蔵
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
「
清
明
上
河
図
」
の
ほ
か
、「
孟
公
投
轄
図
」
と
宋
徽
宗
行
書
墨
蹟
一
枚
を
収
蔵
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
８
）
。
そ
し
て
萬
暦
四
十
二
年
に
こ
の
画
巻
を
所
有
し
て
い
た
譚
孟
恂
は
、
譚
貞
黙
と
も
い
い
、
字
を
梁
生
と
い
っ
た
。
官
僚
家
庭
に
生
ま
れ
、
『
風
隠
集
』
、
『
譚
子
雕
虫
』
な
ど
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
記
の
記
載
か
ら
も
、
李
日
華
は
、
当
時
書
画
収
蔵
家
若
し
く
は
鑑
定
家
と
し
て
活
躍
し
、
関
心
や
知
識
を
共
有
す
る
文
人
層
の
友
人
た
ち
の
要
で
あ
り
、
彼
等
と
活
発
に
交
流
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
鑑
定
家
と
し
て
知
ら
れ
る
文
人
と
し
て
は
、
明
代
後
期
に
お
け
る
実
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。 
 
次
に
、
萬
暦
三
十
七
年
の
記
録
に
み
え
る
「
客
」
と
い
う
の
は
、
書
画
売
買
を
す
る
骨
董
商
と
い
っ
た
類
の
人
物
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
画
商
が
書
画
の
売
買
を
目
的
に
、
幾
度
か
李
日
華
の
家
に
訪
れ
た
こ
と
が
『
日
記
』
に
散
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
９
）
。
画
商
が
収
蔵
家
、
若
し
く
は
高
価
な
書
画
を
買
う
余
裕
の
あ
る
愛
好
家
の
家
に
訪
れ
て
書
画
を
販
売
す
る
の
は
、
当
時
の
書
画
取
引
の
方
法
と
し
て
は
常
套
で
あ
り
、
上
流
社
会
の
文
人
た
ち
は
盛
ん
に
利
用
し
て
い
た
（
１
０
）
。
こ
の
よ
う
な
骨
董
商
が
仲
介
す
る
こ
と
で
、
一
般
市
場
に
は
流
通
し
な
い
高
価
な
書
画
が
、
上
層
の
文
人
に
享
受
、
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
以
上
の
よ
う
に
、
骨
董
商
を
生
業
と
す
る
客
の
み
な
ら
ず
、
通
行
本
を
享
受
す
る
過
程
で
、
所
有
者
で
あ
る
譚
孟
恂
も
ま
た
、
李
日
華
を
訪
れ
、
手
に
入
れ
た
「
清
明
上
河
図
」
が
本
物
で
あ
る
か
ど
う
か
の
鑑
定
を
求
め
て
画
巻
を
見
せ
た
。
そ
の
行
為
は
、
当
時
好
事
家
と
呼
ば
れ
た
類
の
人
々
に
よ
る
書
画
の
享
受
の
様
相
を
、
端
的
に
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
当
時
、
士
大
夫
を
中
心
と
す
る
書
画
収
蔵
家
は
、
「
鑑
賞
家
」
と
「
好
事
家
」
に
分
か
れ
て
い
た
。
同
時
期
の
沈
徳
符
は
『
万
暦
野
獲
編
』
に
お
い
て
、
「
鑑
賞
家
」
と
「
好
事
家
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
人
物
を
例
に
挙
げ
解
説
し
て
い
る
（
１
１
）
。
す
な
わ
ち
、
「
鑑
賞
家
」
と
は
書
画
を
鑑
別
す
る
こ
と
に
卓
越
し
た
能
力
を
持
つ
人
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
「
好
事
者
」
は
書
画
を
愛
好
し
、
収
集
を
専
ら
と
す
る
人
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
明
末
、
偽
作
が
書
画
市
場
に
あ
ふ
れ
て
い
た
た
め
、
「
好
事
家
」
は
手
に
入
れ
た
絵
画
を
、目
利
き
と
し
て
知
ら
れ
る
大
家
に
鑑
定
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
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そ
の
真
価
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
同
時
に
、
高
い
評
価
を
得
ら
れ
れ
ば
、
自
ら
の
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
著
名
な
鑑
定
家
と
共
に
享
受
し
、
そ
れ
を
誇
示
す
る
こ
と
も
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
譚
孟
恂
の
場
合
は
、
李
日
華
に
よ
っ
て
張
擇
端
筆
の
画
巻
そ
の
も
の
と
鑑
定
さ
れ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
李
日
華
の
鑑
定
が
間
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
『
日
記
』
に
書
き
記
さ
れ
た
譚
孟
恂
の
「
清
明
上
河
図
」
は
、
北
宋
の
原
本
、
す
な
わ
ち
北
京
本
で
は
な
い
も
の
の
、
李
日
華
が
鑑
定
を
間
違
え
た
と
い
う
事
実
か
ら
は
、
そ
れ
が
一
般
市
場
で
販
売
さ
れ
た
よ
う
な
庶
民
向
け
の
蘇
州
片
で
は
な
く
、
か
な
り
上
質
な
作
品
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。 
以
上
、
『
日
記
』
の
記
述
の
検
討
に
よ
っ
て
、
上
位
を
占
め
る
「
清
明
上
河
図
」
が
、
明
末
に
文
人
の
間
で
ど
の
よ
う
に
享
受
、
共
有
さ
れ
て
い
た
か
を
考
察
し
た
。 
 
２ 
王
世
貞
『
弇
州
山
人
四
部
續
稿
』 
王
世
貞
（
一
五
二
六
―
一
五
九
〇
）
は
字
が
元
美
、
号
が
弇
州
山
、
太
倉
（
現
江
蘇
省
）
の
出
身
で
あ
る
。
官
は
刑
部
尚
書
に
至
り
、
書
法
・
書
論
を
よ
く
し
て
、
特
に
評
論
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
万
暦
年
間
前
半
の
二
十
年
は
、
文
壇
に
君
臨
し
、
『
弇
州
山
人
四
部
』
の
続
稿
で
あ
る
『
弇
州
山
人
四
部
續
稿
』
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
賦
・
詩
・
文
の
三
部
か
ら
な
る
全
二
百
七
巻
の
大
作
で
あ
っ
た
。 
続
い
て
、
こ
の
王
世
貞
に
よ
る
『
弇
州
山
人
四
部
續
稿
』
中
に
残
さ
れ
た
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
に
関
す
る
記
録
を
見
て
い
き
た
い
。 
 
王
世
貞
『
弇
州
山
人
四
部
續
稿
』
卷
一
百
六
十
八
文
部 
清
明
上
河
圖
別
本 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
張
擇
端
清
明
上
河
圖
有
真
贋
本
。
余
俱
獲
寓
目
。
真
本
人
物
舟
車
橋
道
宮
室
。
皆
細
於
髪
。
而
絶
老
勁
有
力
（
１
）
。
初
落
墨
相
家
。
尋
籍
入
天
府
。
為
穆
廟
所
愛
。
飾
以
丹
青
（
２
）
。
贋
本
乃
呉
人
黄
彪
造
。
或
云
。
得
擇
端
藁
本
加
刪
潤
。
然
與
真
本
殊
不
相
類
。
而
亦
自
工
緻
可
念
。
所
乏
腕
指
間
力
耳
。
今
在
家
弟
所
。
此
卷
以
為
擇
端
藁
本
。
似
未
見
擇
端
本
者
。
其
所
云
於
禁
煙
光
景
亦
不
似
。
第
筆
勢
遒
逸
驚
人
。
雖
小
粗
率
。
要
非
近
代
人
所
能
辦
（
３
）
。
葢
與
擇
端
同
時
畫
院
祗
候
。
各
圖
汴
河
之
勝
。
而
有
甲
乙
者
也
。
吾
郷
好
事
人
遂
定
為
真
藁
本
（
４
）
。
而
謁
彭
孔
嘉
小
楷
李
文
正
公
記
。
文
徴
仲
蘇
書
呉
文
定
公
跋
。
其
張
著
楊
凖
二
跋
。
則
寿
承
休
承
以
小
行
代
之
。
豈
惟
出
藍
。
而
最
後
王
禄
之
陸
子
傅
題
字
尤
精
楚
。
陸
於
逗
漏
處
。
毫
髪
貶
駁
殆
盡
。
然
不
能
斷
其
非
擇
端
筆
也
。
使
畫
家
有
黄
長
睿
那
得
爾
（
１
２
） 
 
上
に
引
用
し
た
箇
所
で
は
、
三
本
の
「
清
明
上
河
図
」
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
１
王
世
貞
の
所
謂
「
真
本
」
、
２
「
穆
廟
」
の
「
飾
以
丹
青
」
本
、
３
弟
王
世
懋
の
家
に
あ
っ
た
「
呉
人
黄
彪
造
」
の
「
贋
本
（
１
３
）
」 
の
三
作
品
で
あ
る
。 
１
の
王
世
貞
が
「
真
本
」
と
判
断
す
る
「
清
明
上
河
図
」
は
、
続
く
画
中
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
宮
室
が
描
か
れ
て
い
る
と
わ
か
る
た
め
、
原
本
で
あ
る
北
京
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
後
に
作
ら
れ
た
通
行
本
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
１
４
） 
。
ま
た
２
の
「
穆
廟
」
の
「
飾
以
丹
青
」
本
が
、
１
に
彩
色
を
添
え
た
本
で
あ
り
、
３
は
黄
彪
に
よ
る
贋
作
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、王
世
貞
の
記
録
し
た
三
本
の「
清
明
上
河
図
」
は
、
い
ず
れ
も
張
擇
端
に
よ
る
北
京
本
、
す
な
わ
ち
原
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
明
代
中
後
期
に
制
作
さ
れ
、
蘇
州
片
と
し
て
の
「
清
明
上
河
図
」
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
王
世
貞
は
三
本
の
「
清
明
上
河
図
」
を
実
見
し
、
個
々
の
所
有
者
及
び
作
品
に
対
す
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る
批
評
を
詳
細
に
書
き
残
し
た
。 
ま
ず
１
に
関
し
て
は
、
〔
下
線
部
１
〕
に
見
る
よ
う
に
、
画
巻
の
精
緻
を
極
め
、
な
お
も
力
強
さ
に
あ
ふ
れ
る
表
現
を
高
く
評
価
し
た
。 
ま
た
２
に
つ
い
て
は
、
〔
下
線
部
２
〕
と
し
て
、
明
代
内
府
に
入
っ
た
後
に
、
「
真
本
」
は
明
穆
宗
に
寵
愛
さ
れ
、
画
巻
に
色
彩
を
施
さ
れ
て
新
な
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
明
穆
宗
は
明
朝
の
第
十
三
代
皇
帝
隆
慶
帝
で
、
在
位
時
そ
の
政
務
を
大
学
士
に
代
行
さ
せ
、
自
身
は
享
楽
を
求
め
た
と
い
う
。
若
く
し
て
崩
御
し
た
皇
帝
で
あ
っ
た
。 
最
後
に
言
及
す
る
３
は
、
こ
の
記
録
の
題
目
名
に
見
え
る
別
本
に
あ
た
る
。
文
章
中
で
は
、
呉
人
の
黄
彪
に
よ
る
「
贋
本
」
と
言
い
換
え
て
い
る
「
清
明
上
河
図
」
の
こ
と
で
、
王
世
貞
の
弟
王
世
懋
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
王
世
貞
は
こ
の
作
品
に
対
し
、
〔
下
線
部
３
〕
に
記
す
よ
う
に
、
彼
の
所
謂
「
真
本
」
と
特
に
類
似
し
て
お
ら
ず
、
表
現
に
力
強
さ
に
欠
け
る
と
し
、
画
面
の
禁
煙
光
景
が
張
擇
端
本
と
は
似
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。
他
方
で
、
驚
く
ほ
ど
筆
勢
が
あ
り
、
筆
さ
ば
き
は
巧
み
で
緻
密
な
優
れ
た
作
品
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
所
有
者
の
王
世
懋
も
兄
の
王
世
貞
同
様
に
古
文
辞
に
精
通
し
、
詩
と
書
を
能
く
し
て
書
画
の
鑑
定
で
も
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
（
１
５
）
。
お
そ
ら
く
王
世
懋
は
画
巻
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
巧
緻
な
表
現
に
惹
か
れ
、
自
身
の
収
蔵
品
に
加
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
〔
下
線
部
４
〕
に
よ
れ
ば
、
こ
の
別
本
は
張
擇
端
作
品
と
比
べ
れ
ば
少
し
劣
る
が
、
優
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
た
め
、
郷
里
の
好
事
家
達
、
上
述
し
た
譚
孟
恂
の
よ
う
な
書
画
愛
好
家
に
よ
っ
て
、
張
擇
端
の
真
藁
本
（
稿
本
、
す
な
わ
ち
下
描
き
）
と
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
以
上
の
検
討
か
ら
、
記
録
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
三
本
の
「
清
明
上
河
図
」
は
、
い
ず
れ
も
書
画
の
素
養
を
持
つ
文
人
層
の
人
物
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
「
清
明
上
河
図
」
は
、
王
世
貞
が
張
擇
端
作
と
見
誤
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
真
本
」
の
み
な
ら
ず
、
い
ず
れ
も
個
々
の
特
色
が
あ
り
、
評
価
に
値
す
る
秀
作
で
あ
る
と
し
て
、
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
述
か
ら
読
み
取
れ
た
。 
こ
こ
で
、
上
記
の
記
録
の
引
用
箇
所
に
「
贋
本
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
王
世
貞
を
め
ぐ
る
原
本
「
清
明
上
河
図
」
、
す
な
わ
ち
北
京
本
に
因
む
「
偽
画
致
禍
」
と
い
う
事
件
に
触
れ
て
お
き
た
い
。 
「
偽
画
致
禍
」
と
は
、
王
世
貞
の
父
で
あ
る
王
抒
（
一
五
〇
七
―
一
五
六
〇
）
が
権
勢
に
迎
合
し
、
贋
作
の
「
清
明
上
河
図
」
を
当
時
の
権
力
者
で
あ
っ
た
厳
嵩
に
献
上
し
た
が
、
贋
作
で
あ
る
事
が
露
呈
し
、
身
を
滅
ぼ
す
禍
を
招
く
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る
一
連
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
事
件
を
記
録
す
る
文
献
は
複
数
存
在
し
、
内
容
を
異
に
す
る
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
噂
は
当
時
の
文
人
た
ち
の
間
に
様
々
な
形
で
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
事
件
が
実
際
本
当
に
起
こ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
多
々
議
論
が
行
わ
れ
た
（
１
６
）
。
歴
史
上
、
王
世
貞
の
父
で
あ
る
王
抒
が
、
厳
嵩
と
政
治
上
対
立
し
た
あ
げ
く
失
脚
し
、
処
刑
さ
れ
た
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
王
抒
失
脚
の
発
端
は
、
証
拠
と
な
る
記
録
が
不
十
分
で
あ
く
ま
で
も
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
厳
嵩
父
子
の
古
物
、
名
品
へ
の
執
着
が
い
か
に
強
か
っ
た
と
し
て
も
、
「
清
明
上
河
図
」
を
め
ぐ
る
こ
の
出
来
事
が
そ
の
直
接
の
原
因
だ
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。 
「
清
明
上
河
図
」
を
め
ぐ
っ
て
起
き
た
悲
劇
の
噂
に
、
常
に
王
世
貞
の
名
が
出
て
く
る
事
情
に
つ
い
て
、
板
倉
聖
哲
は
、
以
下
の
よ
う
な
肯
定
す
べ
き
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
厳
嵩
父
子
は
趙
文
華
・
鄢
懋
卿
・
胡
宗
憲
ら
手
下
を
使
っ
て
江
湖
の
古
玩
を
収
集
さ
せ
、
そ
の
強
引
さ
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
。
又
、
王
世
貞
の
厳
嵩
父
子
へ
の
憎
し
み
は
相
当
な
も
の
で
、彼
の
著
述
の
中
に
は
た
び
た
び
厳
氏
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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「
清
明
上
河
図
」
を
め
ぐ
っ
て
実
際
に
あ
っ
た
悲
劇
も
あ
ま
た
の
掠
奪
劇
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
王
世
貞
が
ら
み
の
噂
と
し
て
ほ
ど
な
く
流
布
し
、
当
時
の
文
人
た
ち
は
そ
う
し
た
感
情
を
念
頭
に
筆
を
走
ら
せ
た
の
で
あ
る
（
１
７
）
」
。
事
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
噂
が
文
人
た
ち
の
間
に
広
ま
り
、
し
か
も
詳
ら
か
に
文
章
に
綴
ら
れ
た
こ
と
で
、
「
清
明
上
河
図
」
は
、
蒐
集
欲
を
か
き
た
て
る
古
書
画
の
代
表
の
如
く
扱
わ
れ
、
禍
を
招
く
ほ
ど
の
画
巻
と
し
て
、
一
層
広
く
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
確
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
蘇
州
片
「
清
明
上
河
図
」
制
作
に
拍
車
を
か
け
た
一
因
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 
  
二 
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
」
の
制
作
者
像 
 
前
節
で
検
討
し
た
通
り
、
王
世
貞
の
記
録
に
は
、
弟
の
王
世
懋
が
所
持
す
る
「
清
明
上
河
図
」
は
、
呉
人
黄
彪
に
よ
る
贋
作
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
黄
彪
は
、
嘉
万
年
間
に
活
動
し
た
高
い
画
技
を
持
つ
贋
作
制
作
者
で
あ
っ
た
。
字
は
震
泉
、
蘇
州
人
で
、
職
業
画
家
と
し
て
名
を
残
し
て
い
る
。ま
た
、息
子
黄
景
星
も
古
画
を
倣
う
の
に
長
け
て
お
り
、
仇
英
の
作
に
似
せ
て
描
い
た
仕
女
や
人
物
が
艶
め
か
し
い
姿
態
で
あ
る
と
の
伝
承
も
あ
る
（
１
８
）
。 
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
黄
彪
の
「
清
明
上
河
図
」
は
贋
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巧
み
で
緻
密
な
優
れ
た
作
品
だ
と
王
世
貞
は
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
緻
密
な
描
写
こ
そ
が
、
遼
寧
本
の
特
徴
で
も
あ
る
。
遼
寧
本
は
際
立
っ
た
緻
密
な
表
現
に
よ
っ
て
名
を
知
ら
れ
、
通
行
本
の
中
で
も
貴
重
な
逸
品
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
、
黄
彪
と
い
う
秀
作
の
蘇
州
片
を
手
掛
け
た
画
家
の
検
討
を
通
じ
て
、
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
」
の
制
作
者
像
に
、
一
歩
で
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
蘇
州
片
制
作
者
と
し
て
の
黄
彪
が
、
当
時
、
ど
の
よ
う
な
作
品
を
手
掛
け
た
の
か
、
ま
た
手
掛
け
た
作
品
が
ど
の
よ
う
な
層
の
人
物
に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 
黄
彪
は
書
画
を
能
く
し
、
「
清
明
上
河
図
」
の
ほ
か
に
も
複
数
の
書
画
を
手
が
け
て
い
る
こ
と
が
、
王
世
貞
の
『
弇
州
山
人
四
部
稿
』
お
よ
び
、
清
宮
廷
所
蔵 
の
書
画
著
録
『
石
渠
寳
笈
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。 
『
弇
州
山
人
四
部
稿
』
に
は
黄
彪
の
作
品
に
関
す
る
記
述
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。 
 
黄
彪
遺
我
「
参
同
契
」
、
用
趙
呉
興
贋
識
。
以
示
客
、
客
多
以
為
呉
興
也
（
１
９
） 
 
つ
ま
り
、
黄
彪
は
王
世
貞
に
元
代
の
書
家
で
あ
り
画
家
と
し
て
も
著
名
な
趙
孟
頫
の
筆
蹟
を
模
写
し
た
作
品
「
参
同
契
」
を
遣
わ
し
た
。
王
が
そ
れ
を
訪
れ
た
客
に
見
せ
た
所
、
皆
本
物
だ
と
信
じ
た
と
い
う
。 
も
う
一
つ
は
以
下
の
記
述
で
あ
る
。 
 
俞
先
生
、
諱
允
文
、
昆
山
人
。
…
…
今
像
乃
黄
彪
所
写
、
戴
貂
帽
、
披
紫
裘
、
秀
眉
飄
須
、
神
仙
中
人
（
２
０
） 
 
こ
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
黄
彪
が
模
写
で
は
な
く
、
自
分
の
作
品
と
し
て
、
当
時
文
人
と
し
て
名
高
か
っ
た
俞
允
文
の
肖
像
画
を
描
い
て
い
る
。
俞
允
文
は
蘇
州
昆
山
に
生
ま
れ
、
明
代
嘉
靖
年
間
の
書
道
家
、
文
学
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
古
文
辞
学
を
好
み
、
王
世
貞
、
徐
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中
行
な
ど
か
ら
な
る
「
後
七
子
」
会
の
メ
ン
バ
ー
と
交
わ
り
、
詩
文
の
吟
唱
の
た
め
に
よ
く
行
き
来
し
て
い
た
。
特
に
、
「
後
七
子
」
会
の
盟
主
で
も
あ
っ
た
王
世
貞
と
親
し
く
、
共
に
生
涯
を
通
じ
て
文
学
復
古
運
動
に
尽
力
し
た
。
後
世
に
残
る
著
作
と
し
て
、
詩
文
集
の
『
仲
蔚
先
生
集
』
、
『
昆
山
雑
詠
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
２
１
） 
。
黄
彪
の
描
い
た
こ
の
肖
像
画
は
、
画
家
と
近
く
、
ま
た
像
主
で
あ
る
俞
允
文
と
交
流
の
深
い
王
世
貞
に
よ
っ
て
観
賞
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
「
神
仙
中
人
也
」
と
称
賛
の
言
葉
も
書
き
記
さ
れ
た
。 
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
、
黄
彪
は
贋
作
制
作
者
で
あ
り
な
が
ら
、
俞
允
文
、
王
世
貞
の
よ
う
な
上
流
社
会
の
文
人
と
交
流
の
あ
る
画
家
で
あ
り
、
贋
作
以
外
に
自
身
の
作
品
も
制
作
し
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
文
人
た
ち
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 
ま
た
『
石
渠
寳
笈
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
黄
彪
が
「
九
老
図
」
を
描
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
 
明
黄
彪
九
老
図
一
卷
。(
次
等
岡
一)
、
素
絹
本
着
色
画
。
款
識
云
、
絵
事
得
神
為
也
（
２
２
） 
 
先
行
論
文
に
よ
れ
ば
黄
彪
の
描
い
た
「
九
老
図
」
は
現
存
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
台
北
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
２
３
）
。
台
北
故
宮
博
物
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
に
よ
る
と
、
「
九
老
図
」
は
、
絹
本
着
色
、
縦
二
七
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
九
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
全
一
巻
の
作
品
で
あ
る
。
ま
た
黄
彪
の
残
し
た
款
識
に
は
「
皇
明
萬
暦
甲
午
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
作
年
代
は
一
五
九
四
年
と
み
な
さ
れ
る
。
九
老
図
と
は
、
唐
時
代
の
武
宗
会
昌
五
年
（
八
四
五
年
）
、
当
時
七
十
四
歳
だ
っ
た
白
居
易
と
胡
杲
、
吉
旼
ら
七
十
歳
を
超
え
た
友
人
八
名
が
、
白
居
易
が
晩
年
に
暮
ら
し
た
香
山
に
集
い
、
詩
を
読
み
、
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
を
画
題
と
し
て
お
り
、
古
く
唐
時
代
か
ら
描
き
継
が
れ
て
き
た
。
明
清
以
降
、
九
老
を
題
材
と
す
る
彫
塑
の
作
品
が
増
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
現
在
全
国
各
地
の
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
２
４
）
。 
台
北
故
宮
博
物
院
の
検
索
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
黄
彪
筆
「
九
老
図
」
【
図
１
】
に
は
、
八
人
の
老
人
と
そ
れ
に
仕
え
る
侍
童
の
計
十
二
人
が
、
竹
、
松
、
桃
な
ど
の
樹
木
が
茂
り
、
木
橋
の
か
か
る
小
川
が
流
れ
る
自
然
景
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
画
中
の
老
人
た
ち
の
行
動
を
、
画
巻
の
右
か
ら
順
次
見
て
い
く
と
、
先
頭
の
二
人
は
書
画
ら
し
き
巻
物
を
広
げ
、
手
に
取
っ
て
観
賞
し
て
い
る
。
中
央
の
四
人
は
蹴
鞠
を
楽
し
み
、
そ
し
て
最
後
の
三
人
は
碁
を
打
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
瀟
洒
な
環
境
に
お
け
る
、
老
文
人
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
黄
彪
は
、
文
人
の
好
み
そ
う
な
雅
集
、
若
し
く
は
理
想
郷
を
画
題
と
す
る
絵
画
を
制
作
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。 
さ
ら
に
、
文
献
に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
黄
彪
の
作
品
も
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
現
在
中
国
炎
黄
芸
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
桃
源
仙
境
図
」
で
あ
る
。
跋
文
に
は
画
巻
の
制
作
者
が
「
王
彪
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
江
南
地
域
に
お
い
て
は
「
王
」
と
「
黄
」
の
発
音
に
区
別
が
つ
か
な
い
た
め
、「
桃
源
仙
境
図
」
は
黄
彪
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
２
５
）
。 
「
桃
源
仙
境
図
」
は
、
絹
本
着
色
で
、
縦
三
〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
四
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
一
巻
本
で
あ
る
。
画
巻
【
図
２
】
を
見
る
と
、
青
緑
の
山
々
と
雲
が
重
な
り
あ
い
、
川
沿
い
に
は
桃
花
が
樹
々
に
咲
き
み
だ
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
水
田
や
交
差
す
る
湖
河
、
民
家
な
ど
の
景
観
も
取
り
入
れ
て
、
桃
源
郷
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
こ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
桃
源
仙
境
は
、
陶
淵
明
の
書
い
た
『
桃
花
源
記
』
の
故
事
を
物
語
の
筋
に
従
っ
て
視
覚
的
に
表
し
、
さ
ら
に
人
間
世
界
に
擬
似
転
化
し
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
黄
彪
が
描
い
た
の
は
、
文
徴
明
の
「
桃
源
問
津
図
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
田
園
山
水
の
表
現
を
用
い
た
人
間
化
さ
れ
た
桃
源
郷
で
あ
っ
た
。
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明
代
中
後
期
の
江
南
地
域
、
特
に
蘇
州
で
は
、
桃
源
図
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
が
（
２
６
）
、
黄
彪
の
「
桃
源
仙
境
図
」
も
、
そ
の
よ
う
な
当
時
の
絵
画
市
場
の
動
向
を
背
景
に
制
作
さ
れ
た
多
数
の
桃
源
図
中
の
一
作
品
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 
 
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
」
に
描
か
れ
た
扁
額
の
文
字
を
考
察
す
る
際
に
、
都
市
部
の
住
宅
地
に
あ
る
楼
閣
の
扁
額
に
、
な
ぜ
「
武
陵
臺
榭
」
と
書
き
込
ま
れ
た
の
か
疑
問
を
抱
き
、
そ
の
理
由
を
考
察
し
た
。
こ
の
絵
の
画
家
が
、
先
行
す
る
本
か
ら
こ
の
箇
所
を
転
写
す
る
際
に
、
そ
こ
に
桃
源
郷
の
イ
メ
ー
ジ
を
読
み
込
み
、
こ
の
絵
の
庭
園
表
現
が
持
つ
理
想
郷
の
性
格
に
重
ね
た
結
果
、桃
源
郷
の
代
名
詞
で
あ
る「
武
陵
」
の
文
字
を
書
き
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
し
た
（
２
７
）
。
ま
た
、
遼
寧
本
に
見
ら
れ
る
桃
源
郷
の
性
格
を
、
文
徴
明
の
「
桃
源
問
津
図
」
と
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
、
遼
寧
本
に
描
か
れ
た
「
武
陵
臺
榭
」
を
含
む
扁
額
の
文
字
を
考
察
す
る
と
、
蘇
州
片
の
画
家
た
ち
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
「
桃
源
図
」
を
手
掛
け
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
主
題
や
解
釈
を
共
有
す
る
一
定
の
文
学
的
素
養
を
持
つ
文
化
人
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
結
論
づ
け
た
（
２
８
）
。 
 
以
上
、
黄
彪
と
い
う
画
家
に
関
す
る
検
討
を
通
じ
、
遼
寧
本
の
制
作
者
像
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
試
み
た
。
黄
彪
は
、
王
世
貞
、
俞
允
文
の
よ
う
な
文
人
と
確
か
に
交
流
を
持
ち
、
彼
ら
の
好
み
そ
う
な
絵
画
を
描
き
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
出
入
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
存
す
る
炎
黄
芸
術
館
本
「
桃
源
仙
境
図
」
か
ら
は
、
彼
も
ま
た
、
当
時
の
絵
画
市
場
で
流
行
し
て
い
た
主
題
で
あ
る
「
桃
源
図
」
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
王
世
貞
が
記
す
よ
う
に
、
黄
彪
の
描
い
た
「
清
明
上
河
図
」
は
贋
作
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
画
家
は
、
当
代
一
流
の
文
人
で
あ
っ
た
王
世
懋
に
作
品
を
蒐
集
さ
れ
る
ほ
ど
の
技
量
を
持
っ
た
職
業
画
家
で
あ
っ
た
。
故
に
、
遼
寧
本
の
よ
う
な
上
位
を
占
め
る
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
を
制
作
し
た
「
蘇
州
片
の
制
作
者
」
の
ひ
と
り
と
し
て
、
黄
彪
の
よ
う
な
人
物
を
想
定
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。 
  
お
わ
り
に 
  
本
稿
で
は
、
当
時
の
文
献
に
残
さ
れ
た
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
の
観
賞
記
録
や
状
況
を
検
討
し
、
さ
ら
に
は
遼
寧
本
の
表
象
分
析
の
結
果
と
併
せ
な
が
ら
、
制
作
者
像
の
解
明
を
試
み
た
。
以
上
の
分
析
と
考
察
の
過
程
で
、
通
行
本
の
同
時
代
に
お
け
る
多
様
な
享
受
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、遼
寧
本
を
含
む
通
行
本
に
お
い
て
上
位
を
占
め
る「
清
明
上
河
図
」
の
購
買
層
、
享
受
層
が
、
明
代
後
期
の
江
南
の
上
流
社
会
に
位
置
す
る
文
人
層
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
提
示
し
た
。
さ
ら
に
、
王
世
貞
の
記
録
に
見
ら
れ
る
黄
彪
と
い
う
蘇
州
片
制
作
者
に
つ
い
て
検
討
し
、
彼
の
手
掛
け
た
作
品
の
全
体
像
の
把
握
を
試
み
た
。
特
に
「
桃
源
仙
境
図
」
と
い
う
同
時
代
に
人
気
の
画
題
を
手
が
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
が
遼
寧
本
に
描
か
れ
た
扁
額
に
記
さ
れ
た
「
武
陵
臺
榭
」
と
い
う
文
字
の
意
味
と
重
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
遼
寧
本
の
よ
う
な
上
位
を
占
め
る
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
は
、
当
代
き
っ
て
の
文
人
た
ち
を
顧
客
と
し
交
流
す
る
「
蘇
州
片
の
制
作
者
」
、
例
え
ば
黄
彪
の
よ
う
な
職
業
画
家
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。 
今
回
の
考
察
で
は
、
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
」
に
つ
い
て
、
画
中
の
構
図
や
表
現
の
分
析
か
ら
得
た
享
受
層
に
つ
い
て
の
推
論
を
、
残
さ
れ
た
当
時
の
記
録
に
よ
っ
て
裏
づ
け
よ
う
と
試
み
た
。
遼
寧
本
に
は
、
蘇
州
片
と
し
て
の
特
徴
、
お
よ
び
制
作
意
図
を
解
明
す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
か
ら
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考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
描
か
れ
た
宮
室
の
表
現
で
あ
る
。
今
後
は
、
画
巻
の
末
尾
に
展
開
す
る
宮
室
の
描
写
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
仕
女
図
と
の
共
通
性
や
影
響
関
係
、
建
築
表
現
等
を
検
討
し
、
蘇
州
片
が
如
何
な
る
社
会
的
背
景
の
下
で
制
作
さ
れ
た
の
か
、
さ
ら
な
る
究
明
を
目
指
し
た
い
。 
    
注 
（
１
）
拙
稿
「
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
」
に
描
か
れ
た
看
板
と
扁
額
の
文
字
考
―
蘇
州
片 
の
特
徴
を
研
究
す
る
視
点
か
ら
」
『
人
文
社
会
科
学 
第
33
号
』
、
二
〇
一
六
年 
九
月
、
八
九
―
一
〇
九
頁 
（
２
）
王
正
華
は
、
「
都
市
図
に
は
等
級
が
あ
る
」
と
提
示
し
た
後
、
上
位
に
位
置
す
る 
「
清
明
上
河
図
」
は
、
「
画
家
の
名
前
が
わ
か
り
、
品
質
も
優
れ
て
い
て
、
当
時 
の
画
壇
の
動
向
や
伝
統
的
な
画
面
構
成
と
関
係
が
深
い
も
の
」
で
あ
る
と
定
義
し 
て
い
る
。
（
「
晩
明
『
清
明
上
河
図
』
考
―
そ
の
都
市
性
を
め
ぐ
っ
て
」
伊
原
宏 
著
『
「
清
明
上
河
図
」
と
徽
宗
の
時
代 
そ
し
て
輝
き
の
残
照 
』
勉
誠
出
版
、 
二
〇
一
一
、
二
五
九
―
二
九
二
頁
） 
筆
者
は
本
稿
に
お
い
て
、
特
定
の
文
人
の
書
き
残
し
た
記
録
を
吟
味
す
る
こ
と
に 
よ
っ
て
、
「
清
明
上
河
図
」
通
行
本
の
享
受
史
の
解
明
を
目
指
す
。
そ
こ
で
、
王 
正
華
の
定
義
を
踏
ま
え
つ
つ
、
品
質
が
優
れ
て
文
人
層
に
享
受
さ
れ
た
通
行
本
を 
「
上
位
を
占
め
る
」
作
品
群
と
捉
え
る
。
中
で
も
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
」
は
、 
精
緻
を
極
め
る
都
市
の
描
写
が
全
長
九
メ
ー
ト
ル
超
の
画
面
に
展
開
す
る
大
作 
で
あ
り
、
拙
稿
（
注
１
前
掲
）
に
お
い
て
、
享
受
者
を
文
人
層
と
想
定
し
た
。
そ 
こ
で
、
通
行
本
に
お
け
る
「
上
位
を
占
め
る
」
作
品
群
の
ひ
と
つ
と
み
な
す
。 
（
３
）
「
清
明
上
河
図
」
に
関
す
る
記
録
を
記
さ
れ
た
文
献
の
リ
ス
ト
を
参
照
：
『
清
明 
上
河
図
研
究
文
献
汇
编
』
万
卷
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、
七
七
七
―
七
八
〇
頁 
（
４
）
井
上
充
幸
「
明
末
の
文
人
日
華
の
趣
味
生
活
―
『
味
水
軒
日
記
』
を
中
心
に
―
」 
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
十
九
巻
、
平
成
十
二
年
六
月
発
行
、
一
―
二
八
頁 
（
５
）
李
日
華
『
味
水
軒
日
記
』
巻
一
『
中
国
書
画
全
書
』
第
三
冊
、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
四
、
一
一
〇
〇
頁 
（
６
）
戴
立
强
「
「
清
明
上
河
图
」
异
本
考
述
」
『
清
明
上
河
図
研
究
文
献
汇
编
』
万
卷 
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、
一
二
七
頁 
（
７
）
注
（
５
）
前
掲
書
、
一
二
三
二
頁 
（
８
）
万
木
春
『
味
水
轩
的
闲
居
者
：
万
历
末
年
嘉
兴
的
书
画
世
界
』
中
国
美
术
学
院
博 
士
論
文
、
二
〇
〇
六
、
五
八
―
六
〇
頁 
（
９
）
注
（
５
）
前
掲
書
、
一
〇
九
三
―
一
二
八
二
頁 
（
10
）
张
虹
「
明
末
清
初
江
南
艺
术
市
場
与
艺
术
交
易
人
」
『
故
宮
博
物
院
刊
』
二
〇
一   
六
第
二
期
、
二
〇
―
五
〇
頁 
（
11
）
沈
徳
符
撰
、
杨
万
里
校
点
『
万
历
野
獲
编
』
（
上
中
下
三
冊
）
上
海
古
籍 
出
版
社
、
二
〇
一
二
、
五
五
二
頁 
（
12
）
王
世
貞
『
弇
州
山
人
四
部
續
稿
』
卷
一
百
六
十
八
文
部
、
清
文
淵
閣
四
庫 
全
書
本
、
一
八
一
四
頁 
（
13
）
引
用
し
た
王
世
貞
の
文
章
で
は
、
ま
ず
「
真
本
」
に
言
及
し
、
次
に
「
真
本
」
が 
後
に
明
内
府
に
入
っ
た
こ
と
を
述
べ
、さ
ら
に
穆
廟
に
収
蔵
さ
れ
た「
飾
以
丹
青
」 
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本
の
「
清
明
上
河
図
」
に
つ
い
て
記
し
た
。
次
に
、
「
呉
人
黄
彪
造
」
の
「
贋
本
」 
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
そ
れ
を
「
藁
本
」
、
あ
る
い
は
「
真
藁
本
」
と
呼 
ぶ
、
二
つ
の
表
現
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
同
一
作
品
を
指
し
て
お
り
、 
ま
た
そ
れ
ら
は
、
こ
の
記
録
、
す
な
わ
ち
引
用
箇
所
全
体
の
題
目
「
清
明
上
河
図 
別
本
」
の
こ
と
を
指
す
と
理
解
し
た
。 
（
14
）
拙
稿
「
遼
寧
本
「
清
明
上
河
図
に
つ
い
て
の
考
察
―
通
行
本
に
お
け
る
位
置
づ
け 
を
中
心
に
―
」
上
村
清
雄
編
『
歴
史
＝
表
象
の
現
在Ⅲ
 
記
す/
編
む/
現
す
人
文 
社
会
科
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書 
第
三
〇
五
集
』
千
葉
大
学
人
文
社
会 
科
学
研
究
科
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
一
〇
一
頁 
（
15
）
李
艶
好
「
王
世
懋
年
譜
」
蘭
州
大
学
、
修
士
論
文
、
二
〇
一
四 
（
16
）
刘
九
庵
「
有
関
『
清
明
上
河
図
』
的
一
通
明
人
尺
牍
」
『
清
明
上
河
図
研
究
文
献 
汇
编
』
万
卷
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、
八
五
―
八
七
頁 
戴
立
強
「
『
清
明
上
河
図
』
是
否
引
发
过
尤
物
贾
禍
的
悲
劇
」
『
清
明
上
河
図
研 
究
文
献
汇
编
』
万
卷
出
版
社
、
二
〇
〇
七
、
一
三
五
―
一
三
七
頁 
（
17
）
板
倉
聖
哲
「
そ
の
後
の
『
清
明
上
河
図
』
―
作
品
史
の
中
の
一
断
章
―
」
伊
原
宏     
編
『
『
清
明
上
河
図
』
を
よ
む
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
、
二
二
五
―
二
二
六
頁 
（
18
）
姜
紹
書
『
無
聲
詩
史
』
卷
七
、
『
中
国
書
画
全
書
』
第
四
冊
、
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
四
、
八
七
〇
頁 
（
19
）
注
（
12
）
前
掲
書
卷
一
百
六
十
四
文
部
、
一
七
六
七
頁 
（
20
）
同
前
、
卷
一
百
五
十
文
部
、
一
六
〇
一
頁 
（
21
）
杨
开
飞
「
王
世
貞
与
交
游
研
究
」
乐
山
师
范
学
院
学
报
、
二
〇
〇
九
、
九
一
―
九 
五
頁 
（
22
）
張
照
『
石
渠
寳
笈
』
卷
三
十
四
貯
卷
「
御
書
房
七
」
、
清
文
淵
閣
四
庫
全  
書
本
、
六
五
九
頁 
（
23
）
台
北
故
宮
博
物
院
書
画
典
蔵
資
料
検
索
系
統 
h
ttp
://p
ain
tin
g
.n
p
m
.g
o
v
.tw
/P
ain
tin
g
_
P
ag
e.asp
x
?d
ep
=
P
&
P
ain
tin
g
Id
=
5
6
3
4
（
二 
〇
一
七
年
二
月
二
一
日
最
終
閲
覧
） 
（
24
）
北
京
故
宮
博
物
院
に 
明
末
の
「
紫
檀
木
镂
雕
会
昌
九
老
図
笔
筒
」
、
清
の
「
会 
昌
九
老
図
玉
山
」
な
ど
の
彫
塑
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 
出
所
：
北
京
故
宮
博
物
院
数
字
資
料
館 
h
ttp
://w
w
w
.d
p
m
.o
rg
.cn
/search
/sh
u
ziziliao
g
u
an
/can
g
p
in
/co
m
m
o
n
/search
.h
tm
l 
?A
.o
b
jN
am
e%
2
0
lik
e%
2
7
%
2
5
九
老%
2
5
%
2
7
%
2
0
（
二
〇
一
七
年
二
月
二
一
日 
最
終
閲
覧
） 
（
25
）
杨
臣
彬
「
谈
明
代
書
画
作
伪
」
『
文
物
』
一
九
九
〇
年
第
八
期
、
七
六
頁 
（
26
）
赵
琰
哲
「
文
征
明
与
明
代
中
晩
期
江
南
地
区
「
桃
源
图
」
題
材
绘
画
的
关
系
」
中 
央
美
术
学
院
修
士
論
文
、
二
〇
〇
九 
（
27
）
注
（
１
）
前
掲
論
文
、
九
八
頁 
（
28
）
同
前
、
一
〇
八
頁 
 
〔
図
版
出
典
〕 
【
図
１
】
台
北
故
宮
博
物
院
書
画
典
蔵
資
料
検
索
系
統
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
画
像 
【
図
２
】
『
中
国
绘
画
全
集
（
明
五
）
』
浙
江
人
民
美
术
出
版
社
、
二
〇
〇
〇 
 
（
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
  
